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海
軍
航
空
隊

大
空
に
憧
れ
て
（
二
）

愛
知
県

榊

原

定

夫

飛
行
練
習
生
の
第
一
号

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
一
月
末
、
岩
国
空
に
お
い

て
予
科
練
の
教
程
を
卒
業
し
た
私
た
ち
水
上
機
選
抜
の
六

十
人
は
、
水
上
機
の
練
習
航
空
隊
で
あ
る
茨
城
航
空
隊
に

移
動
を
し
た
。

関
東
方
面
へ
の
長
旅
は
初
め
て
、
大
竹
海
兵
団
に
入
隊

以
来
で
あ
る
。
夕
刻
近
く
に
土
浦
駅
に
到
着
し
た
。
土
浦

駅
前
に
は
、
鹿
島
空
よ
り
出
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
二
台
が
既

に
待
機
。
黒
川
練
習
生
の
指
示
に
よ
り
、
各
三
十
人
ず
つ

が
二
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
鹿
島
空
に
向
か
っ
た
。

鹿
島
空
の
所
在
地
は
、
予
科
練
の
メ
ッ
カ
土
浦
航
空
隊

よ
り
東
南
の
方
向
で
、
霞
ヶ
浦
湖
畔
の
南
側
に
面
し
て
い

る
。
東
方
に
風
光
明
媚
な
水
郷
・
潮
来
が
あ
る
。

木
造
の
二
階
建
兵
舎
の
二
棟
が
練
習
生
分
隊
の
兵
舎
。

そ
の
一
棟
の
一
階
が
我
々
の
兵
舎
で
あ
る
。
こ
の
兵
舎
よ

り
湖
畔
寄
り
に
格
納
庫
が
あ
り
、
こ
の
格
納
庫
の
前
が
滑

走
路
と
な
っ
て
い
る
。
兵
舎
内
隣
の
デ
ッ
キ
は
第
一
分
隊

（
甲
九
期
）。
私
達
第
二
分
隊
の
デ
ッ
キ
は
、
真
中
の
通
路

を
挟
ん
で
両
側
に
あ
る
。
食
卓
用
の
テ
ー
ブ
ル
は
班
別
に

十
脚
程
度
が
並
ん
で
い
る
。

私
達
が
衣
納
袋
を
デ
ッ
キ
に
下
ろ
す
や
否
や
、
早
速

「
練
習
生
整
列

」
の
声
が
掛
っ
た
。
三
人
ほ
ど
の
教
員

は
「
海
軍
精
神
注
入
棒
」
と
書
か
れ
た
バ
ッ
タ
ー
を
持
っ

て
私
達
の
整
列
を
待
っ
て
い
た
。

「
当
直
」
と
書
か
れ
た
腕
章
の
教
員
は
い
わ
く
「
こ
こ

は
地
獄
の
一
丁
目
。
二
丁
目
の
な
い
飛
練
で
あ
る
。
貴
様

達
が
お
世
話
に
な
る
の
は
こ
の
バ
ッ
タ
ー
棒
で
あ
る
。
よ

く
礼
拝
し
て
お
け
」
と
。

早
速
、
一
人
に
三
本
ず
つ
バ
ッ
タ
ー
の
洗
礼
が
あ
っ

た
。
こ
の
時
の
尻
の
痛
み
は
仲
々
消
え
な
か
っ
た
。
鹿
島

空
は
、
岩
国
空
と
違
っ
て
就
寝
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
生
活
で

あ
る
。
バ
ッ
タ
ー
の
洗
礼
も
終
わ
り
、
衣
納
袋
の
整
理

後
、
当
直
教
員
の
笛
を
合
図
に
今
度
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
釣

537



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1434 538 88/11/15/17:24:56 H

E
G
U
1434 bun p520-555

床
競
技
が
始
ま
っ
た
。
教
育
は
タ
イ
ム
を
計
り
、「
遅
い
、

お
そ
い
」
と
言
っ
て
は
何
回
も
の
繰
り
返
し
で
散
々
と
絞

ら
れ
、
私
達
は
寒
い
の
に
身
体
は
汗
で
び
っ
し
ょ
り
で

あ
っ
た
。

翌
日
朝
礼
で
体
操
と
ま
た
一
汗
か
い
て
朝
食
。
こ
の
日

は
各
班
別
に
分
け
ら
れ
、
私
達
の
班
長
は
松
原
教
員
（
一

飛
曹
）。
受
持
ち
の
教
員
と
四
人
の
ペ
ア
も
決
定
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
三
人
の
名
に
は
記
憶
が
な
い
。
私
達
の
教
員

は
小
野
康
徳
上
飛
曹
（
甲
三
期
。
昭
和
十
九
年
十
一
月
サ

イ
パ
ン
島
航
空
戦
で
戦
死
）
に
半
年
間
の
訓
練
指
導
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
日
、
練
兵
場
に
て
、
司
令
、
分
隊
長
、
分
隊
士
、
教

員
、
な
ど
居
並
ぶ
中
で
入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。
司
令
よ
り

祝
辞
と
訓
辞
が
あ
っ
た
後
、「
第
三
十
期
、
飛
行
術
練
習

生
を
命
ず
る
（
略
称
、
三
十
期
、
飛
練
）」
と
任
命
さ
れ

た
。
こ
れ
で
六
カ
月
間
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
操
縦
訓
練
を
受

け
、
操
縦
員
門
出
の
第
一
歩
と
な
る
訳
で
あ
る
。

地
上
訓
練
の
第
一
歩

入
隊
式
終
了
後
、
早
々
に
飛
行
機
に
搭
乗
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
私
の
考
え
は
甘
か
っ
た
。
ま
ず
最
初

は
、
練
兵
場
を
使
用
し
て
飛
行
作
業
の
根
幹
で
あ
る
離
着

水
訓
練
の
事
前
準
備
と
し
て
、
誘
導
コ
ー
ス
を
石
灰
で
書

き
、
教
科
書
を
参
考
に
徒
歩
で
呼
称
事
項
と
発
声
訓
練
を

行
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
呼
称
訓
練
は
仮
指
揮
所
の
仮
分
隊
長
（
教
官
が
交

替
で
）
に
向
か
い
、

「
×
練
習
生
、
第
〇
〇
号
離
着
水
同
乗
訓
練
に
出
発
し

ま
す
」
と
報
告
す
る
訓
練
か
ら
始
ま
っ
た
。「

」
内

は
呼
称
事
項
。（

）
は
、
説
明
、
動
作
、
確
認
事
項
。

ま
ず
教
官
に
向
か
い
敬
礼
し

「
×
×
練
習
生
、
同
乗
し
ま
す
」

搭
乗
と
同
時
に
伝
声
管
（
ゴ
ム
ホ
ー
ス
二
本
で
前
後
席

の
連
絡
用
）
を
通
じ
、

「
〇
〇
教
員
、
聞
こ
え
ま
す
か
」（
伝
声
管
の
テ
ス
ト
）

「
操
縦
装
置
よ
し
」（
方
向
舵
、
昇
降
舵
な
ど
の
動
き

の
テ
ス
ト
後
）、
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「
出
発
準
備
よ
し
」

「
左
右
見
張
り
よ
し
、
出
発
し
ま
す
」（
エ
プ
ロ
ン
を

離
れ
水
上
滑
走
、
離
れ
地
点
へ
）

「
左
右
、
後
方
見
張
り
よ
し
、
離
水
し
ま
す
」（
ス

ロ
ッ
ト
ル
レ
バ
ー
を
左
手
で
押
す
）

「
左
右
、
見
張
り
よ
し
、
第
一
旋
回
」（
上
昇
旋
回
、

時
速
六
〇
ノ
ッ
ト
）

「
第
二
回
旋
回
」（
旋
回
終
了
後
直
進
）
第
三
コ
ー
ス

に
至
り

「
高
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
平
飛
行
」（
ス
ロ
ッ
ト

ル
レ
バ
ー
を
絞
り
、
速
度
七
〇
ノ
ッ
ト
）

「
左
右
見
張
り
よ
し
、
第
三
旋
回
」（
旋
回
終
了
後
に
）

「
着
水
地
点
よ
し
、
第
四
回
」（
降
下
旋
回
、
レ
バ
ー

を
更
に
絞
る
。
速
度
五
〇
ノ
ッ
ト
）

「
着
水
前
、
高
度
五
メ
ー
ト
ル
」（
レ
バ
ー
を
更
に
絞

り
、
機
の
沈
み
に
応
じ
て
操
縦
桿
を
引
き
始
め
る
）

「
着
水
」（
同
時
に
、
レ
バ
ー
を
全
閉
、
操
縦
桿
は
手

前
に
い
っ
ぱ
い
引
く
）

「
左
右
見
張
り
よ
し
、
第
四
回
」（
降
下
旋
回
、
レ

バ
ー
を
更
に
絞
る
。
速
度
五
〇
ノ
ッ
ト
）

「
着
水
前
、
高
度
五
メ
ー
ト
ル
」（
レ
バ
ー
を
更
に
絞

り
、
機
の
沈
み
に
応
じ
て
操
縦
桿
を
引
き
始
め
る
）

「
着
水
」（
同
時
に
、
レ
バ
ー
を
全
閉
、
操
縦
桿
は
手

前
に
い
っ
ぱ
い
に
引
く
）

「
左
右
、
後
方
見
張
り
よ
し
、
帰
投
し
ま
す
」（
水
上

滑
走
で
エ
プ
ロ
ン
へ
）
滑
走
台
（
エ
プ
ロ
ン
）
到
着
後
、

「
同
乗
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
教
員
に
敬
礼
）、

「
×
×
練
習
生
、
交
替
し
ま
す
」（
機
上
よ
り
降
り
て
）

訓
練
中
は
、
両
手
を
広
げ
（
翼
）
呼
称
と
動
作
で
示
し
、

コ
ー
ス
一
周
後
、
練
習
機
を
下
り
る
動
作
、
次
い
で
、
仮

指
揮
所
の
仮
分
隊
長
前
に
進
み

「
×
×
練
習
生
、
第
〇
〇
号
離
着
水
訓
練
終
わ
り
ま
し

た
。
異
状
な
し
」
と
報
告
を
し
、

地
上
訓
練
が
終
わ
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
呼
称
事
項
は
実
際
に
練
習
機
に

搭
乗
し
滑
空
台
に
帰
着
す
る
ま
で
の
間
、
教
員
に
対
し
発

声
す
る
訓
練
で
、
各
ペ
ア
を
対
象
に
次
か
ら
次
へ
と
続
い
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て
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大
の
男
が
両
手
を
広
げ
、
何
や
ら
大
声
で
叫

ん
で
い
る
様
は
、
端
で
見
て
い
れ
ば
お
笑
い
草
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

こ
の
地
上
訓
練
で
、
子
供
だ
ま
し
だ
と
馬
鹿
に
し
て
い

た
練
習
生
を
何
人
か
見
受
け
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
後
日
、

実
際
に
飛
行
作
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
ど
う
も
思
い
知

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

特
に
空
中
で
は
思
考
力
が
低
下
し
、
地
上
で
単
純
に
活

字
を
丸
暗
記
し
て
い
て
も
空
を
飛
ぶ
事
自
体
が
夢
の
よ
う

な
空
中
で
あ
り
、
す
ん
な
り
と
頭
の
中
の
記
憶
に
簡
単
に

思
い
出
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
上
訓
練
も
、
そ

の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
考
え
れ
ば
、
極
当
た
り
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

私
も
実
際
、
飛
行
作
業
に
入
っ
て
呼
称
事
項
を
思
い
出

せ
な
く
て
、
小
野
教
員
よ
り
何
度
も
指
摘
さ
れ
指
導
を
受

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
訓
練
の
中
で
も
、
教
員
よ
り

「
声
が
小
さ
い
」
と
か
、
呼
称
事
項
を
一
つ
、
二
つ
忘
れ

て
し
ま
う
な
ど
、
そ
の
都
度
怒
ら
れ
な
が
ら
五
日
間
程
の

訓
練
が
続
い
た
。

慣
熟
初
飛
行

地
上
訓
練
も
終
わ
り
、
実
際
に
練
習
機
に
よ
る
訓
練

は
、
ま
ず
「
慣
熟
飛
行
」
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
い
よ
い

よ
、
待
ち
に
待
っ
た
初
飛
行
で
あ
る
。
憧
れ
の
飛
行
服
、

飛
行
帽
に
飛
行
眼
鏡
、
救
命
胴
衣
、
そ
し
て
飛
行
靴
に
飛

行
手
袋
と
く
れ
ば
、
恰
好
だ
け
は
一
人
前
の
飛
行
兵
の

姿
、
思
わ
ず
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

滑
走
台
に
は
、
我
々
の
搭
乗
す
る
中
間
練
習
機
が
十
数

機
並
ん
で
い
た
。
練
習
生
の
全
員
は
、
四
列
横
隊
で
整

列
、
そ
の
右
手
に
教
官
、
教
員
が
並
び
正
面
に
は
小
野
分

隊
長
。
ま
ず
、
分
隊
長
か
ら
慣
熟
飛
行
に
当
た
り
、「
本

日
の
慣
熟
飛
行
は
、
教
官
が
操
縦
す
る
が
安
全
第
一
で
あ

る
。
練
習
生
は
水
上
滑
走
、
離
水
、
旋
回
、
着
水
時
の
飛

行
姿
勢
と
操
縦

、
方
向
舵
な
ど
の
動
き
を
よ
く
覚
え
て

お
く
よ
う
に
」
と
訓
辞
が
あ
っ
た
。

「
か
か
れ
ー
ッ

」
当
直
練
習
生
の
号
令
で
搭
乗
す
る

練
習
生
は
、
各
ペ
ア
は
、
各
ペ
ア
毎
に
小
野
分
隊
長
の
前
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に
進
み
出
る
。「
榊
原
練
習
生
、
第
〇
〇
号
機
、
慣
熟
飛

行
に
出
発
し
ま
す
」
と
報
告
し
、
私
は
自
分
の
搭
乗
番
号

機
に
駆
け
寄
っ
た
。

練
習
機
は
、
九
三
式
水
上
中
間
練
習
機
（
九
三
中
練
、

ま
た
は
赤
ト
ン
ボ
）。
三
四
〇
馬
力
の
発
動
機
を
搭
載
し

て
い
る
。
巡
航
速
度
は
七
〇
ノ
ッ
ト
（
日
本
で
は
㎞
／
ｈ

は
使
わ
ず
全
て
ノ
ッ
ト
。
概
略
で
約
一
三
〇
㎞
／
ｈ
）、

最
高
速
度
、
一
二
〇
ノ
ッ
ト
（
約
二
二
二
㎞
／
ｈ
）
の
出

る
二
座
複
葉
双
浮
舟
の
練
習
機
で
あ
っ
た
。

中
練
は
、
あ
く
ま
で
も
練
習
機
で
あ
り
、
も
し
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
操
縦
桿
よ
り
手
を
離
せ
ば
簡

単
に
練
習
機
が
水
平
に
戻
る
と
い
う
安
全
な
装
置
の
付
い

た
練
習
機
で
あ
る
。
ま
た
搭
乗
す
る
各
練
習
生
の
体
重
の

違
い
も
あ
り
、
練
習
機
の
重
心
が
搭
乗
員
に
よ
り
多
少
移

動
す
る
た
め
、
練
習
機
自
体
の
水
平
保
持
を
兼
ね
備
え
た

も
の
で
あ
る
。

教
官
よ
り
「
こ
れ
よ
り
離
水
を
す
る
。
気
速
計
な
ど
の

動
き
を
よ
く
見
て
お
れ
」
と
言
わ
れ
「
ハ
イ

」
と
返
事

は
し
た
も
の
の
、
初
飛
行
の
嬉
し
さ
と
は
裏
腹
に
、
練
習

機
は
、
途
中
で
落
ち
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

正
直
い
っ
て
内
心
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
連
続
で
あ
っ
た
。

練
習
機
は
水
上
滑
走
か
ら
更
に
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
思
わ
ず
手
足
に
力
が
入
る
。
や
が
て
、

尻
が
ス
ー
ッ
と
し
た
瞬
間
、
我
が
搭
乗
機
は
水
面
を
離

れ
、
練
習
機
は
ど
ん
ど
ん
と
上
昇
飛
行
に
移
っ
て
行
っ

た
。
練
習
機
が
高
度
を
と
る
に
従
い
、
下
界
の
眺
望
は
次

第
に
広
が
り
、
遙
か
左
前
方
の
遠
く
に
筑
波
山
も
ハ
ッ
キ

リ
と
見
え
て
き
た
。
こ
の
時
こ
そ
、
気
分
は
正
に
天
に
も

昇
る
思
い
で
、
男
子
の
本
懐
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
な

か
っ
た
。

コ
ー
ス
を
一
周
し
着
水
態
勢
に
入
っ
た
が
、
今
度
は
、

大
き
な
湖
面
が
目
の
前
に
グ
グ
ッ
と
近
付
い
て
く
る
。
機

は
水
中
に
飛
び
込
ん
で
い
く
感
じ
が
し
て
思
わ
ず
目
を
閉

じ
て
し
ま
っ
た
。
再
度
、
気
を
取
り
直
し
高
度
五
メ
ー
ト

ル
の
目
安
、
エ
ン
ジ
ン
を
絞
り
機
首
を
徐
々
に
上
げ
て
い

く
着
水
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
や
が
て
、
エ
プ
ロ
ン
に
到

着
。
指
揮
所
の
分
隊
長
の
前
に
進
み
出
て
「
榊
原
練
習
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生
、
慣
熟
飛
行
終
わ
り
ま
し
た
。
異
状
な
し
」
と
報
告
を

終
わ
り
ホ
ッ
と
安
堵
し
ま
し
た
。
約
二
十
分
間
程
の
慣
熟

飛
行
で
あ
っ
た
が
ゾ
ー
ッ
と
す
る
体
験
を
し
た
の
は
私
だ

け
で
は
な
く
、
何
人
か
の
練
習
生
も
体
験
し
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

こ
の
体
験
後
に
操
縦
訓
練
飛
行
が
開
始
さ
れ
、
続
行
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

翌
日
よ
り
教
員
指
導
に
よ
る
飛
行
作
業
が
開
始
さ
れ

た
。
僅
か
に
一
回
の
慣
熟
飛
行
で
あ
っ
た
が
、
小
野
教
員

よ
り
伝
声
管
を
通
じ
て
「
ま
ず
、
自
信
を
も
っ
て
自
分
で

操
作
し
て
み
よ
」
と
言
わ
れ
、
目
的
地
ま
で
水
上
滑
走
し

機
首
を
風
上
に
向
け
た
。「
飛
行
機
に
乗
っ
て
も
、
飛
行

機
に
乗
せ
ら
れ
る
な
」
こ
れ
が
教
員
の
注
意
事
項
で
あ
っ

た
。「
た
か
が
赤
ト
ン
ボ
」
と
侮
っ
て
も
、
乗
っ
て
み
れ

ば
、
完
全
に
「
赤
ト
ン
ボ
」
に
舐
め
ら
れ
た
状
態
で
あ
っ

た
。十

日
間
位
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。
徐
々
に
訓
練

に
は
馴
れ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
飛
べ
ば
怒
鳴
ら
れ
、
降
り

れ
ば
罰
直
の
駈
け
足
、
デ
ッ
キ
で
は
常
時
バ
ッ
タ
ー
が
、

釣
り
床
競
技
と
い
う
地
獄
の
毎
日
。
夜
間
は
練
習
室
で
教

員
よ
り
「
飛
行
機
操
縦
教
科
書
」
に
よ
り
、
操
縦
操
作
の

講
義
も
勉
強
と
な
っ
た
。「
頭
で
覚
え
よ
う
と
す
る
な
、

体
で
知
る
の
だ
。
殴
ら
れ
て
痛
け
れ
ば
、
体
自
身
が
覚
え

て
く
れ
る
」
と
、
意
味
不
明
な
教
訓
も
よ
く
言
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
毎
日
が
必
死
の
飛
行
作
業
で
あ
っ
た
。

私
の
場
合
は
、
教
訓
に
従
い
徐
々
に
頭
で
な
く
身
体
で

覚
え
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
は
、
七
、
八
時
間
程
の
同
乗
時

間
で
、
単
独
飛
行
と
も
囁
か
れ
る
頃
と
な
っ
た
。
結
果
は

ペ
ア
毎
に
一
人
宛
の
許
可
が
出
た
。
さ
て
、
誰
が
単
独
飛

行
だ
ろ
う
か
と
、
指
揮
所
横
の
黒
板
の
前
は
練
習
生
の
人

だ
か
り
。
私
も
黒
板
に
目
を
移
す
と
、
単
独
飛
行
の
搭
乗

割
に
間
違
い
な
く
「
榊
原
」
の
名
札
が
掛
っ
て
お
り
心
か

ら
驚
い
た
。
練
習
生
に
な
っ
て
、
誰
も
が
ま
ず
一
番
先
に

望
む
も
の
は
と
言
え
ば
、
単
独
飛
行
に
他
な
ら
な
い
。
内

心
で
は
単
独
飛
行
の
嬉
し
さ
と
、
不
安
が
混
在
し
て
気
持

ち
は
中
々
落
ち
付
か
な
か
っ
た
。

「
小
野
教
員
、
単
独
飛
行
出
発
し
ま
す
。
ご
注
意
お
願

542



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1434 543 88/11/15/17:24:56 H

E
G
U
1434 bun p520-555

い
し
ま
す
」「
大
丈
夫
。
い
つ
も
の
と
お
り
落
ち
着
い
て

や
れ
ば
良
い
」「
ハ
イ
ッ

」
と
、
指
揮
所
に
向
か
う
駈

け
足
が
何
と
な
く
宙
に
浮
い
て
い
る
感
じ
で
、
足
の
感
触

が
心
も
と
な
い
。
指
揮
所
の
小
野
分
隊
長
に
「
榊
原
練
習

生
、
〇
〇
号
機
、
単
独
飛
行
出
発
し
ま
す
」
分
隊
長
か
ら

い
つ
も
の
と
お
り
の
挙
手
の
礼
が
返
っ
て
来
た
。

駈
け
足
で
搭
乗
機
へ
、
テ
ン
ト
内
の
小
野
教
官
の
や
や

心
配
そ
う
な
顔
を
横
目
で
見
つ
め
な
が
ら
、
単
独
飛
行

は
、
搭
乗
員
と
し
て
最
高
の
気
分
を
満
喫
す
る
も
の
で
、

複
葉
の
飛
行
張
線
に
赤
い
吹
き
流
し
布
切
れ
を
つ
け
た
練

習
機
に
乗
り
込
ん
だ
。
後
席
に
は
、
日
頃
の
同
乗
の
教
員

の
姿
は
見
え
ず
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
パ
ラ
ス
ト
一

個
が
搭
載
さ
れ
固
定
し
て
あ
っ
た
。
何
と
な
く
一
抹
の
不

安
を
感
じ
た
。

高
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
水
平
飛
行
に
移
る
頃
、
よ
う

や
く
余
裕
も
で
き
て
気
持
ち
も
落
ち
着
い
て
き
た
。
緊
張

の
連
続
で
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
景
色
が
心
地
良
く

目
に
入
っ
て
来
る
。
第
四
回
旋
が
終
わ
り
、
単
独
飛
行
の

真
価
が
問
わ
れ
る
着
水
で
あ
る
。
速
度
五
〇
ノ
ッ
ト
を
保

ち
な
が
ら
「
高
度
五
メ
ー
ト
ル
」
と
叫
ん
で
ス
ロ
ッ
ト
ル

を
絞
り
始
め
た
。
機
を
徐
々
に
引
き
起
こ
し
て
ロ
ー
ト
の

水
を
切
る
感
触
か
ら
何
と
な
く
無
事
に
着
水
し
た
こ
と
を

知
っ
た
。

こ
れ
で
気
持
ち
は
更
に
落
ち
着
き
、
ホ
ッ
と
し
て
離
着

水
の
二
回
目
に
挑
ん
だ
。
日
常
の
訓
練
通
り
に
操
作
を
し

て
、
ま
ず
無
事
単
独
飛
行
を
終
了
し
た
。

「
榊
原
練
習
生
、
〇
〇
号
機
、
単
独
飛
行
を
終
わ
り
ま

し
た
。
異
状
な
し
」
と
分
隊
長
に
報
告
を
終
わ
っ
た
時
、

テ
ン
ト
内
の
小
野
教
員
の
ニ
コ
ニ
コ
顔
を
初
め
て
見
た
。

「
小
野
教
員
、
単
独
飛
行
終
わ
り
ま
し
た
。
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
」「
特
に
注
意
は
な
い
が
、
着
水
で
一
度

引
き
起
こ
し
が
や
や
遅
れ
た
程
度
だ
」「
ハ
イ
ッ

ご

注
意
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
夢
に
ま
で
見
た
単
独
飛
行

「
オ
ヤ
ジ
ィ
見
て
く
れ
晴
れ
姿
。
一
人
で
飛
ん
だ
ぞ
」
と

こ
の
喜
び
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
込
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の

後
、
一
人
を
除
い
て
練
習
生
全
員
の
単
独
飛
行
が
終
了
し

た
。
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一
方
、
飛
行
訓
練
も
終
わ
り
夕
食
が
済
む
頃
に
な
っ
て

当
直
教
員
よ
り
「
練
習
生
、
全
員
が
よ
く
聞
い
て
お
れ
」

そ
の
日
の
連
絡
事
項
に
つ
い
て
よ
く
話
が
あ
っ
た
。

だ
が
時
折
「
練
習
生
全
員
集
合
」
の
号
令
一
下
、
練
習

生
全
員
は
廊
下
に
並
ば
さ
れ
る
。「
貴
様
ら
の
最
近
の
動

作
は
何
だ
、
弛
ん
で
い
る
証
拠
だ
」
と
理
由
を
つ
け
て

は
、
バ
ッ
タ
ー
で
尻
を
ブ
ッ
叩
く
、
罰
直
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
若
い
教
員
が
何
人
か
い
た
。
罰
直
の
苛
烈
さ
に
お

い
て
伝
説
的
な
Ｋ
教
員
に
は
驚
い
た
。
こ
の
罰
直
の
語
源

は
定
か
で
は
な
い
が
、
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
海
軍
用
語

で
あ
る
そ
う
な
。

罰
直
に
は
個
人
の
場
合
と
連
帯
責
任
と
が
あ
る
。
個
人

の
場
合
は
規
則
違
反
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
種
の
罰
直
は
多

く
な
い
。
む
し
ろ
全
員
を
対
象
に
し
た
罰
直
の
方
が
多

か
っ
た
。
よ
く
何
ら
か
の
理
由
を
つ
け
て
は
全
員
集
合
。

そ
し
て
、
た
だ
バ
ッ
タ
ー
を
振
る
う
。
そ
ん
な
感
じ
の
す

る
罰
直
で
あ
っ
た
。

結
局
、
こ
の
よ
う
に
お
尻
に
痛
い
教
育
を
受
け
な
が

ら
、
大
い
に
気
合
の
入
っ
た
練
習
生
が
で
き
上
が
っ
て
い

く
。
こ
れ
が
猛
訓
練
と
い
う
海
軍
軍
人
と
し
て
の
型
に
塡

め
込
む
た
め
の
試
練
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
面

白
半
分
に
や
る
罰
直
も
数
え
き
れ
な
い
位
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
特
定
教
員
に
よ
る
制
裁
は
分
隊
長
に
よ
っ
て

止
め
さ
せ
ら
れ
た
。「
罰
直
や
制
裁
を
止
め
よ
と
は
言
わ

な
い
が
、
練
習
生
に
怪
我
を
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
好
ま

し
く
な
い
」
と
の
注
意
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
陸
軍
に

お
い
て
も
、
私
的
制
裁
は
厳
し
く
、
改
善
さ
れ
て
い
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
私
情
を
挟
ん
だ
行
動
が
公
に
許
さ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
制
裁
が
軍
の
団

結
を
破
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

私
は
、
最
後
の
締
め
く
く
り
で
あ
る
卒
業
記
念
の
大
編

隊
飛
行
の
二
座
水
上
偵
察
機
の
操
縦
員
と
し
て
選
抜
さ

れ
、
東
方
の
潮
来
上
空
を
経
て
鹿
島
灘
海
岸
へ
、
右
旋
回

し
海
岸
線
を
南
下
し
て
銚
子
上
空
を
目
指
す
。
こ
こ
で
再

び
右
旋
回
、
利
根
川
上
空
を
遡
っ
て
霞
ヶ
浦
に
帰
投
す
る

と
い
う
飛
行
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
編
成
は
三
機
編
隊
、
五

個
編
隊
の
十
五
機
の
大
編
隊
の
編
成
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
て
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
、
苦
し
い
想
い
出

を
胸
に
秘
め
て
、
約
六
カ
月
間
の
鹿
島
航
空
隊
の
飛
練
教

程
は
、
幸
い
に
何
の
事
故
を
起
こ
す
こ
と
も
な
く
、
飛
行

時
間
も
約
一
六
〇
時
間
余
の
搭
乗
時
間
を
も
っ
て
無
事
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

我
々
練
習
生
は
、
飛
練
教
育
期
間
は
楽
し
み
よ
り
も
、

む
し
ろ
苦
し
か
っ
た
時
間
の
方
が
多
く
、
毎
日
が
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
必
死
に
頑
張
り
続
け
て
き
た
。
あ
の
大
空
を

自
分
の
手
で
羽
ば
た
く
た
め
に

お
別
れ
す
る
最
後
に
土
山
先
任
教
員
よ
り
「
お
前
達
を

一
人
前
に
す
る
に
は
何
万
円
と
い
う
大
金
が
か
か
っ
て
い

る
の
だ
、
心
し
て
お
け
」
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
毎
日
の

飛
行
作
業
で
教
え
ら
れ
た
離
着
陸
訓
練
に
始
ま
り
、
特
殊

飛
行
の
終
了
す
る
ま
で
の
生
易
し
い
事
で
は
な
い
事
だ
け

は
分
か
っ
た
。
罰
直
の
意
味
も
私
な
り
に
理
解
は
し
た
。

◎

鹿
島
空
入
隊
以
来
、
飛
練
教
程
終
了
ま
で
の
六
カ

月
間
の
戦
況
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

二
月

一
日
…
…
…
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

三
月

二
日
…
…
…
ビ
ス
マ
ル
ク
海
戦

七
月
二
十
九
日
…
…
…
キ
ス
カ
島
撤
退

〔
編
注
〕

榊
原
定
夫
氏
の
手
記
㈠
は
第
ⅩⅢ
巻
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

【
解

説
】

前
述
の
通
り
、
飛
行
予
科
練
習
生
（
予
科
練
）
の
誕
生

ま
で
に
は
幾
多
の
変
遷
を
経
て
き
た
。
さ
ら
に
予
科
練
教

育
を
終
了
し
、
中
間
練
習
機
の
教
程
に
進
む
段
階
を
「
第

何
期
・
飛
行
練
習
生
」
と
呼
称
、
こ
れ
を
制
度
化
し
た
。

即
ち
、
前
述
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
甲
飛
・
乙
飛
・
丙

飛
の
そ
れ
ぞ
れ
予
科
練
の
教
育
期
間
が
違
う
こ
と
か
ら
、

甲
飛
・
乙
飛
・
丙
飛
を
一
本
化
し
て
、
予
科
練
教
育
の
終

了
順
位
を
も
っ
て
「
第
何
期
、
飛
行
練
習
生
」（
何
期
・

飛
練
）
と
名
付
け
た
。
昭
和
十
五
年
十
月
の
こ
と
で
あ

る
。
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従
っ
て
、
乙
期
の
一
期
（
昭
和
十
五
年
六
月
、
予
科
練

入
隊
、
以
後
は
予
科
の
文
字
を
略
す
）
を
飛
練
の
第
一
期

と
し
、
丙
飛
の
一
期
（
十
五
年
十
月
入
隊
）
は
飛
練
の
第

十
一
期
と
な
っ
た
。

甲
飛
九
期
（
十
六
年
十
月
、
入
隊
）
は
私
達
丙
飛
十
四

期
（
十
七
年
十
一
月
入
隊
）
と
共
に
飛
練
は
第
三
十
期
の

同
期
と
な
っ
た
。
鹿
島
空
の
入
隊
式
で
は
、
司
令
よ
り
同

時
に
任
命
を
受
け
た
。
丙
飛
十
七
期
の
飛
練
第
三
十
三
期

で
以
降
は
、
新
採
用
の
乙
飛
（
特
）
一
期
（
昭
和
十
八
年

四
月
入
隊
）
は
、
続
い
て
飛
練
の
第
三
十
四
期
。
甲
飛
十

一
期
（
十
七
年
十
月
三
重
空
入
隊
）
と
乙
飛
（
特
）
二
期

（
十
八
年
六
月
入
隊
）
は
飛
練
第
三
十
五
期
。
同
甲
飛
十

一
期
の
土
浦
空
へ
入
隊
者
は
飛
練
三
十
六
期
。
甲
飛
十
二

期
（
十
八
年
四
・
六
・
八
月
入
隊
）
と
乙
飛
十
七
期
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
、
入
隊
）、
乙
飛
（
特
）
三
期
（
十
八

年
八
月
入
隊
）
は
共
に
飛
練
第
三
十
七
期
と
な
り
、
甲
飛

十
三
期
前
期
、
乙
飛
（
特
）
四
期
は
飛
練
の
第
三
十
八
期

と
な
っ
た
。

飛
練
第
三
十
八
期
の
頃
よ
り
、
戦
局
は
有
利
な
要
因
も

な
く
、
練
習
生
は
練
習
機
に
搭
乗
す
る
機
会
も
な
く
、
一

部
は
水
中
特
攻
要
員
な
ど
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

「
翼
な
き
飛
行
練
習
生
」
と
呼
ば
れ
た
。

資
料
で
は
、
甲
飛
の
十
三
万
九
千
人
。
乙
飛
の
八
万
七

千
人
余
。
丙
飛
の
七
千
七
百
人
。
特
乙
飛
は
六
千
八
百
人

余
の
約
二
十
四
万
人
余
に
わ
た
る
予
科
練
出
身
者
は
、
若

く
し
て
海
軍
の
搭
乗
員
と
な
り
、
そ
の
多
く
は
特
攻
隊
員

と
し
て
そ
の
命
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
大
空
で
痛
恨
の
闘

い
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

戦
争
の
悲
劇

戦
っ
た
人
々
の
現
在

山
形
県

石

川

吉
四
郎

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
二
月
、
寅
年
生
ま
れ
、

山
形
県
長
井
町
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
昭
和
十
五

（
一
九
四
〇
）
年
四
月
、
東
京
市
武
蔵
野
工
業
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
。
同
十
六
年
三
月
十
日
に
昼
食
を
終
わ
り
、
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